
●　2023年度　和歌山県県民経済計算の概要

 ・日本経済の動向

 ・和歌山県経済の動向

県(国)民経済計算主要指標

2021年度 2022年度 2023年度 2021年度 2022年度 2023年度

名　　目 38,618 40,288 40,107 5.9 4.3 ▲ 0.4

実　　質 36,796 39,296 37,749 5.6 6.8 ▲ 3.9

28,924 31,118 30,820 11.9 7.6 ▲ 1.0

千円 3,166 3,445 3,456 13.0 8.8 0.3

名　　目 5,545,824 5,672,689 5,951,843 2.9 2.3 4.9

実　　質 5,446,723 5,521,705 5,557,843 3.0 1.4 0.7

3,953,163 4,095,504 4,377,775 5.1 3.6 6.9

千円 3,150 3,278 3,521 5.7 4.1 7.4

注：全国の計数は、内閣府｢2023年度国民経済計算｣より記載

を下回る形となった。そして第三次産業の総生産額については、卸売・小売業、不動産業、

公務、運輸・郵便業などの総生産額が減少したことなどから、全体で見ても減少となった。

得は減少となった。
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　2023年度の国内総生産は、名目が前年度比＋4.9％の595兆1,843億円に、実質は同＋0.7％
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となった。

　2023年度の県民経済計算について、生産面を見ると、第一次産業の総生産額は、農業や水

の555兆7,843億円となった。また、一人当たり国民所得については同＋7.4％の352万1千円

　次に、分配面では、雇用者報酬及び財産所得が増加した一方、企業所得が減少し、県民所

　最後に、支出面については、民間最終消費支出や純移出が押し上げに寄与した一方、地方

政府等最終消費支出や県内総資本形成が押し下げに寄与したことで県内総生産が減少した。

　その結果、2023年度の県内総生産は、名目で前年度比▲0.4％の4兆107億円に、実質は同

▲3.9％の3兆7,749億円となった。また、一人当たり県民所得については同＋0.3％の345万

6千円となった。

産業の産出額が増加し、前年度を上回った。続いて、第二次産業の総生産額は、建設業や製

造業の化学、はん用・生産用・業務用機械などの産出額が減少したため、全体として前年度
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県 (名目) 0.1 2.1 ▲ 2.4 ▲ 0.8 4.7 ▲ 3.4 2.5 0.0 ▲ 2.8 5.9 4.3 ▲ 0.4
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経済成長率の推移


